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167: ジデシル（ジメチル）アンモニウムの塩 1 

 2 

＜リスク評価一次（評価Ⅱ）に用いる有害性情報等＞ 3 

優先評価化学物質通し番号 167 

物質名称 ジデシル（ジメチル）アンモニウムの塩 

CAS 番号 7173-51-5、20256-56-8、82703-31-9、97931-37-8、148788-55-0、210420-85-2 

 

 

 

＜有害性情報の収集状況及び暫定予測無影響濃度（PNEC1）等（2018.10.23 現在）＞  4 

有害性の収集状況 

不確実係数積の算出 PNEC (mg/L) 

（キーデータ2÷不確実係数積） 

栄養段階
3 

生産者 一次消費者 二次消費者 

毒性分類 慢性 急性 慢性 急性 慢性 急性 不確実性（係数） 不確実係数積 

毒性値 

(mg/L) 
0.00078 0.0028 0.021 0.035 × 0.33 

 種間外挿4（5） 

 室内試験から野外への

外挿5（10）  

5×10 = 50 
0.00078÷50= 

0.000015（0.015μg/L） 

×：有害性情報が得られていない 5 

 

＜情報提供をお願いする試験＞ 6 

 二次消費者の慢性試験結果 7 

 

 
1 Predicted No Effect Concentration 
2 PNEC の算出に用いる毒性値 
3 生産者＝藻類等、一次消費者＝甲殻類（ミジンコ）等、二次消費者＝魚類等 
4 毒性値が揃わないことに対する不確実性であり、２栄養段階の慢性毒性値が不足すると「10」、1 栄養段階の慢性毒性値が不足すると「5」が得られている慢性毒性値に課

される。慢性毒性値が得られていない栄養段階で急性毒性値も得られていない場合、得られている急性毒性値には ACR（Acute Chronic Ratio:急性慢性毒性比）に加えて

「10」が課される。 
5 室内試験から野外への不確実係数（10）は 3 栄養段階の慢性毒性値がある場合でも減じることはできない 
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＜情報の提供による PNEC 等の変化＞ 8 

情報の提供により低

減される不確実性 
不確実係数積の変化 情報が提供された場合の PNEC 値(mg/L) 備考 

種間外挿 50→10 

0.00078÷10＝0.000078（0.078μg/L） 

または 

情報が提供された慢性毒性値÷10 

慢性毒性値の最小値を不確実係数積（10）で除した値が

PNEC になる。 

仮に生産者の慢性毒性値が慢性毒性値のうちの最小値

であるとすれば、種間外挿の不確実性係数 5 が 1 に減じ

られ、現在得られている情報から算出した PNEC 値より

も 5 倍大きな値となる。 

 9 

注）優先評価化学物質の製造・輸入を行う事業者は化審法第４１条に基づき、化審法の審査項目に関する試験等を行って人や動植物に対する毒性など一定の10 
有害性を示す知見を得たときは、国へ報告することが義務づけられている。また、生態毒性試験結果が得られない場合には、化審法第１０条第１項に基11 
づく有害性情報の求め、または、化審法第１０条第２項に基づく有害性調査指示が出される可能性がある。  12 

  13 
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基本情報 14 

優先評価化学物質通し番号 167 

物質名称 ジデシル（ジメチル）アンモニウムの塩 

CAS 登録番号（CAS RN®） 210420-85-2、7173-51-5、148788-55-0、61789-77-3 

 15 

表 1. PNEC 値算出の候補となる毒性データ一覧 16 

No  

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 暴露期

間

（日） 

毒性値
(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 栄養段

階 

生物

分類 
生物種 種名 CAS RN® 純度(%) 急慢 

ｴﾝﾄﾞ

ﾎﾟｲﾝﾄ 
影響内容 

1 生産者 藻類 

ムレミカヅ

キモ（緑

藻） 

Pseudokirchn

eriella 

subcapitata 

210420-

85-2 
impurity 慢性 NOEC 

GRO

（RATE) 
3 0.00078 (2) 【1】 

被験物質が impurity で

あるが、実測している 

2 生産者 藻類 

ムレミカヅ

キモ（緑

藻） 

Pseudokirchn

eriella 

subcapitata 

210420-

85-2 
impurity 急性 EC50 

GRO

（RATE) 
3 0.0028 (2) 【1】 

被験物質が impurity で

あるが、実測している 

3 生産者 藻類 

ムレミカヅ

キモ（緑

藻） 

Pseudokirchn

eriella 

subcapitata 

7173-51-5 ca. 40 慢性 NOEC 
GRO

（RATE) 
3 0.013 (2) 【2】  

4 生産者 藻類 

ムレミカヅ

キモ（緑

藻） 

Pseudokirchn

eriella 

subcapitata 

7173-51-5 >97 急性 EC50 
GRO

（RATE) 
4 0.053 (2) 【3】  

5 生産者 藻類 

ムレミカヅ

キモ（緑

藻） 

Pseudokirchn

eriella 

subcapitata 

7173-51-5 ca. 40 急性 EC50 
GRO

（RATE) 
3 0.062 (2) 【2】  

6 
一次消

費者 

甲殻

類 

オオミジン

コ 

Daphnia 

magna 
7173-51-5 ca. 40 慢性 NOEC REP 21 0.021 (2) 【4】   

7 
一次消

費者 

甲殻

類 

オオミジン

コ 

Daphnia 

magna 
7173-51-5 * 急性 EC50 REP 21 0.029 (2) 【5】 

* 純度 act 50% ipa 205, 

water 30% 

8 
一次消

費者 

甲殻

類 

オオミジン

コ 

Daphnia 

magna 

210420-

85-2 
impurity 急性 EC50 IMM 2 0.035 (2) 【6】 

被験物質が impurity で

あるが、実測している 

9 
一次消

費者 

甲殻

類 

オオミジン

コ 

Daphnia 

magna 
7173-51-5 80-82 急性 LC50 MOR 2 0.037 (2) 【7】  

10 
一次消

費者 

甲殻

類 
アミ科 

Americamysis 

bahia 
7173-51-5 80-82 急性 LC50 MOR 2 0.039 (2) 【7】  
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No  

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 暴露期

間

（日） 

毒性値
(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 栄養段

階 

生物

分類 
生物種 種名 CAS RN® 純度(%) 急慢 

ｴﾝﾄﾞ

ﾎﾟｲﾝﾄ 
影響内容 

11 
一次消

費者 

甲殻

類 
ヨコエビ科 

Hyalella 

azteca 
7173-51-5 80-82 急性 LC50 MOR 2 0.11 (2) 【7】  

12 
一次消

費者 

甲殻

類 

イサザアミ

属 

Neomysis 

mercedis 
7173-51-5 80-82 急性 LC50 MOR 2 0.97 (2) 【7】  

13 
二次消

費者 
魚類 

ファットヘ

ッドミノー 

Pimephales 

promelas 
7173-51-5 80-82 急性 LC50 MOR 4 0.33 (2) 【7】  

14 
二次消

費者 
魚類 ニジマス 

Oncorhynchu

s mykiss 
7173-51-5 80 急性 LC50 MOR 4 0.409 (2) 【8】  

15 
二次消

費者 
魚類 ギンザケ 

Oncorhynchu

s kisutch 
7173-51-5 80-82 急性 LC50 MOR 4 0.46 (2) 【7】  

16 
二次消

費者 
魚類 ギンザケ 

Oncorhynchu

s kisutch 
7173-51-5 80-82 急性 LC50 MOR 4 0.49 (2) 【7】  

17 
二次消

費者 
魚類 ニジマス 

Oncorhynchu

s mykiss 
7173-51-5 80 急性 LC50 MOR 4 0.537 (2) 【9】  

18 
二次消

費者 
魚類 メダカ 

Oryzias 

latipes 
7173-51-5 99.9 急性 LC50 MOR 4 0.707 (2) 【10】  

19 
二次消

費者 
魚類 ギンザケ 

Oncorhynchu

s kisutch 
7173-51-5 80-82 急性 LC50 MOR 4 0.85 (2) 【7】  

20 
二次消

費者 
魚類 ギンザケ 

Oncorhynchu

s kisutch 
7173-51-5 80-82 急性 LC50 MOR 4 0.95 (2) 【7】  

21 
二次消

費者 
魚類 

ゼブラフィ

ッシュ 
Danio rerio 7173-51-5 50 急性 LC50 MOR 4 0.97 (2) 

【11】

【12】 
 

22 
二次消

費者 
魚類 ヌマガレイ 

Platichthys 

stellatus 
7173-51-5 80-82 急性 LC50 MOR 4 2.0 (2) 【7】  

信頼性（ ）：専門家による信頼性確認を経ておらず、今後毒性データとして採用されない可能性がある。  17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 



5 

 

表 2. PNEC 値算出の候補とならない毒性データ一覧 24 

N

o  

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 

暴露期

間

（日） 

毒性値
(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 

栄養段階 
生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

純度
(%) 

急慢 
ｴﾝﾄﾞ

ﾎﾟｲﾝﾄ 
影響内容      

1 生産者 藻類 
ムレミカヅキ

モ（緑藻） 

Pseudokirchner

iella 

subcapitata 

210420-85-2   慢性 EC10 
GRO

（RATE) 
3 0.0015 ― 【1】 

NOEC があるため不

採用 

2 生産者 藻類 

フナガタケイ

ソウ属（珪

藻） 

Navicula 

pelliculosa 
148788-55-0 49.85 慢性 NOEL 

GRO

（RATE) 
4 0.0054 4 

【13】

【14】 
詳細不明 

3 生産者 藻類 
ムレミカヅキ

モ（緑藻） 

Pseudokirchner

iella 

subcapitata 

7173-51-5 82 慢性 NOEL ABND 4 0.008 4 【13】 詳細不明 

4 生産者 その他 イボウキクサ Lemna gibba 148788-55-0 49.85 慢性 NOEL 
GRO 

(yield) 
7 0.0091 4 

【13】

【14】 
詳細不明 

5 生産者 藻類 
ムレミカヅキ

モ（緑藻） 

Pseudokirchner

iella 

subcapitata 

7173-51-5 37.5  IC25 PGRT 3 0.01 4 【15】 不純物の毒性が不明 

6 生産者 藻類 

フナガタケイ

ソウ属（珪

藻） 

Navicula 

pelliculosa 
148788-55-0 49.85 急性 EC50 

GRO 

(yield) 
4 0.0113 4 

【13】

【14】 
詳細不明 

7 生産者 藻類 
ムレミカヅキ

モ（緑藻） 

Pseudokirchner

iella 

subcapitata 

7173-51-5 82 急性 EC50 ABND 4 0.01422 ― 【13】 入手不可 

8 生産者 藻類 
スケレトネマ

属（珪藻） 

Skeletonema 

costatum 
148788-55-0 49.85 慢性 NOEL 

GRO 

(yield) 
4 0.02 4 

【13】

【14】 
詳細不明 

9 生産者 藻類 
ムレミカヅキ

モ（緑藻） 

Pseudokirchner

ella subcapitata 
7173-51-5 39.6 慢性 EC10 

GRO

（RATE) 
3 0.02 ― 【2】 

NOEC あるため不採

用 

10 生産者 藻類 
スケレトネマ

属（珪藻） 

Skeletonema 

costatum 
148788-55-0 49.85 急性 EC50 

GRO 

(yield) 
4 0.025 4 

【13】

【14】 
詳細不明 

11 生産者 藻類 
ムレミカヅキ

モ（緑藻） 

Pseudokirchner

iella 

subcapitata 

7173-51-5 37.5 慢性 NOEC PGRT 3 0.025 4 【15】 不純物の毒性が不明 
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N

o  

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 

暴露期

間

（日） 

毒性値
(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 

栄養段階 
生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

純度
(%) 

急慢 
ｴﾝﾄﾞ

ﾎﾟｲﾝﾄ 
影響内容      

12 生産者 藻類 
ムレミカヅキ

モ（緑藻） 

Pseudokirchner

iella 

subcapitata 

7173-51-5 81 慢性 NOEL ABND 4 0.027 ― 【13】 入手不可 

13 生産者 藻類 
アナベナ属

（藍藻） 

Anabaena flos-

aquae 
148788-55-0 49.85 慢性 NOEL 

GRO 

(yield) 
4 0.04 4 

【13】

【14】 
詳細不明 

14 生産者 藻類 
ムレミカヅキ

モ（緑藻） 

Pseudokirchner

iella 

subcapitata 

7173-51-5 37.5  IC25 PGRT 4 0.0467 ― 【15】 
3 日間ばく露データが

あるため、用いない 

15 生産者 藻類 
ムレミカヅキ

モ（緑藻） 

Pseudokirchner

iella 

subcapitata 

7173-51-5 37.5 慢性 LOEC PGRT 3 0.05 ― 【15】 
NOEC があるため用

いない 

16 生産者 藻類 
ムレミカヅキ

モ（緑藻） 

Pseudokirchner

iella 

subcapitata 

7173-51-5 37.5 慢性 NOEC PGRT 4 0.05 ― 【15】 
3 日間ばく露データが

あるため、用いない 

17 生産者 藻類 
アナベナ属

（藍藻） 

Anabaena flos-

aquae 
148788-55-0 49.85 急性 EC50 

GRO 

(yield) 
4 0.058 4 

【13】

【14】 
詳細不明 

18 生産者 藻類 
クロレラ属

（緑藻） 

Chlorella 

pyrenoidosa 
7173-51-5   急性 EC50 GGRO 1 0.059 ― 【16】 入手不可 

19 生産者 藻類 
クロレラ属

（緑藻） 

Chlorella 

pyrenoidosa 
7173-51-5   急性 EC50 GGRO 2 0.064 ― 【16】 入手不可 

20 生産者 藻類 
ムレミカヅキ

モ（緑藻） 

Pseudokirchner

iella 

subcapitata 

7173-51-5 81 急性 EC50 ABND 4 0.0732 ― 【13】 入手不可 

21 生産者 藻類 
ムレミカヅキ

モ（緑藻） 

Pseudokirchner

iella 

subcapitata 

7173-51-5 37.5 慢性 LOEC PGRT 4 0.1 ― 【15】 
NOEC があるため用

いない 

22 生産者 藻類 
クロレラ属

（緑藻） 

Chlorella 

pyrenoidosa 
7173-51-5   急性 EC50 GGRO 4 0.11 ― 【16】 入手不可 

23 生産者 藻類 
クロレラ属

（緑藻） 

Chlorella 

pyrenoidosa 
7173-51-5   急性 EC50 GGRO 3 0.11 ― 【16】 入手不可 

24 生産者 その他 イボウキクサ Lemna gibba 148788-55-0 49.85 急性 EC50 
GRO 

(yield) 
7 0.1188  

【13】

【14】 
詳細不明 
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N

o  

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 

暴露期

間

（日） 

毒性値
(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 

栄養段階 
生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

純度
(%) 

急慢 
ｴﾝﾄﾞ

ﾎﾟｲﾝﾄ 
影響内容      

25 生産者 藻類 

デスモデスム

ス属（イカダ

モ属） 

Scenedesmus 

pannonicus 
7173-51-5   急性 EC50 GRO 3 0.12 ― 【16】 入手不可 

26 生産者 藻類 

デスモデスム

ス属（イカダ

モ属） 

Scenedesmus 

pannonicus 
7173-51-5   急性 EC50 GRO 4 0.13 ― 【16】 入手不可 

27 生産者 藻類 

デスモデスム

ス属（イカダ

モ属） 

Scenedesmus 

pannonicus 
7173-51-5   急性 EC50 GRO 4 0.18 ― 【16】 入手不可 

28 生産者 藻類 
クロレラ属

（緑藻） 

Chlorella 

pyrenoidosa 
7173-51-5   急性 EC50 GRO 4 0.19 ― 【16】 入手不可 

29 生産者 藻類 
クロレラ属

（緑藻） 

Chlorella 

pyrenoidosa 
7173-51-5   急性 EC50 GRO 2 0.21 ― 【16】 入手不可 

30 生産者 藻類 

デスモデスム

ス属（イカダ

モ属） 

Scenedesmus 

pannonicus 
7173-51-5   急性 EC50 GRO 2 0.21 ― 【16】 入手不可 

31 生産者 藻類 

デスモデスム

ス属（イカダ

モ属） 

Scenedesmus 

pannonicus 
7173-51-5   急性 EC50 GRO 3 0.21 ― 【16】 入手不可 

32 生産者 藻類 

デスモデスム

ス属（イカダ

モ属） 

Scenedesmus 

pannonicus 
7173-51-5   急性 EC50 GRO 2 0.23 ― 【16】 入手不可 

33 生産者 藻類 

デスモデスム

ス属（イカダ

モ属） 

Scenedesmus 

pannonicus 
7173-51-5   急性 EC50 GRO 1 0.23 ― 【16】 入手不可 

34 生産者 藻類 
クロレラ属

（緑藻） 

Chlorella 

pyrenoidosa 
7173-51-5   急性 EC50 GRO 3 0.24 ― 【16】 入手不可 

35 生産者 藻類 

デスモデスム

ス属（イカダ

モ属） 

Scenedesmus 

pannonicus 
7173-51-5   急性 EC50 GRO 1 0.26 ― 【16】 入手不可 
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N

o  

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 

暴露期

間

（日） 

毒性値
(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 

栄養段階 
生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

純度
(%) 

急慢 
ｴﾝﾄﾞ

ﾎﾟｲﾝﾄ 
影響内容      

36 生産者 藻類 

フカミゾヒゲ

ムシ属 (クリ

プロモナス

科） 

Chironomus 

dilutus 
148788-55-0 49.85  NOEL  10 

250 mg-

sedimen

t/kg-bw 

― 【14】 推奨種外 

37 生産者 藻類 

フカミゾヒゲ

ムシ属 (クリ

プロモナス

科） 

Chironomus 

dilutus 
148788-55-0 49.85  EC50  10 

1254 

mg-

sedimen

t/kg-bw 

― 【14】 推奨種外 

38 生産者 藻類 
クロレラ属

（緑藻） 

Chlorella 

pyrenoidosa 
7173-51-5   急性 EC50 GRO 1 0.28 ― 【16】 入手不可 

39 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5 50 慢性 NOEL IMM 2 <0.0056 ― 【13】 入手不可 

40 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5 50 急性 EC50 IMM 2 0.018 ― 【13】 入手不可 

41 
一次消費

者 
その他 

バージニアガ

キ 

Crassostrea 

virginica 
148788-55-0 95.9 慢性 NOEL IMM 4 0.025 4 

【13】

【14】 
詳細不明 

42 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 148788-55-0 49.85 慢性 NOEC GGRO 21 0.027 4 

【12】

【14】 
詳細不明 

43 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5 50 急性 EC50 IMM 2 0.029 4 【18】 成長段階不明 

44 
一次消費

者 
甲殻類 アミ科 

Americamysis 

bahia 
148788-55-0 45.9 慢性 NOEL MOR 4 0.03 4 

【13】

【14】 
詳細不明 

45 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5   急性 EC50 REP 21 0.031 ― 

【4】

【12】 

NOEC あるため不採

用 

46 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 148788-55-0 49.9  NOEL IMM 2 0.033 ― 【13】 入手不可 

47 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5   急性 LC50 MOR 2 0.034 4 

【7】

【12】 
詳細不明 

48 
一次消費

者 
甲殻類 アミ科 

Americamysis 

bahia 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 2 0.036 3 

【7】

【12】 

成長段階、曝露期間

不適 

49 
一次消費

者 
その他 

カワホトトギ

スガイ 

Dreissena 

polymorpha 
7173-51-5 50  急性 LC50 MOR 1 0.039 ― 【18】 推奨種以外 
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N

o  

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 

暴露期

間

（日） 

毒性値
(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 

栄養段階 
生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

純度
(%) 

急慢 
ｴﾝﾄﾞ

ﾎﾟｲﾝﾄ 
影響内容      

50 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5   慢性 LOEC REP 21 0.047 ― 

【4】

【12】 

NOEC あるため不採

用 

51 
一次消費

者 
甲殻類 アミ科 

Americamysis 

bahia 
7173-51-5 41.2 慢性 NOEL MOR 4 0.052 ― 【13】 入手不可, 

52 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5   急性 EC50 GBHV 2 0.059 ― 【16】 入手不可 

53 
一次消費

者 
その他 

バージニアガ

キ 

Crassostrea 

virginica 
7173-51-5 80.5  NOEL IMM 4 0.063 ― 【13】 入手不可 

54 
一次消費

者 
その他 

バージニアガ

キ 

Crassostrea 

virginica 
7173-51-5 80.5  NOEL IMM 4 0.063 ― 【13】 入手不可 

55 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5   急性 LC50 MOR 2 0.064 ― 【16】 入手不可 

56 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 148788-55-0 49.9 急性 EC50 IMM 2 0.066 ― 

【12】

【13】 
入手不可 

57 
一次消費

者 
甲殻類 アミ科 

Americamysis 

bahia 
7173-51-5 41.2 急性 LC50 MOR 4 0.069 ― 【13】 入手不可 

58 
一次消費

者 
その他 

バージニアガ

キ 

Crassostrea 

virginica 
7173-51-5 50  NOEL IMM 4 0.072 ― 【13】 入手不可 

59 
一次消費

者 
甲殻類 アミ科 

Americamysis 

bahia 
148788-55-0 45.9 急性 LC50 MOR 4 0.073 4 

【13】

【14】 
詳細不明 

60 
一次消費

者 
甲殻類 

ニセネコゼミ

ジンコ 

Ceriodaphnia 

dubia 
7173-51-5 37.5  IC25 REP 7 0.0737 3 【15】 ばく露期間が不適 

61 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5 41.2  NOEL IMM 2 0.074 ― 【13】 入手不可 

62 
一次消費

者 
甲殻類 

ニセネコゼミ

ジンコ 

Ceriodaphnia 

dubia 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 1 0.076 4 【19】 詳細不明 

63 
一次消費

者 
その他 

バージニアガ

キ 

Crassostrea 

virginica 
148788-55-0 95.9 急性 EC50 IMM 4 0.082 4 

【13】

【14】 
詳細不明 

64 
一次消費

者 
甲殻類 

ニセネコゼミ

ジンコ 

Ceriodaphnia 

dubia 
7173-51-5 37.5 慢性 NOEC REP 7 0.083 3 【15】 ばく露期間が不適 

65 
一次消費

者 
その他 

カワホトトギ

スガイ 

Dreissena 

polymorpha 
7173-51-5 50  急性 LC50 MOR 1 0.089 ― 【18】 推奨種以外 
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N

o  

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 

暴露期

間

（日） 

毒性値
(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 

栄養段階 
生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

純度
(%) 

急慢 
ｴﾝﾄﾞ

ﾎﾟｲﾝﾄ 
影響内容      

66 
一次消費

者 
その他 

バージニアガ

キ 

Crassostrea 

virginica 
7173-51-5 50  NOEL IMM 6 0.09 4 【14】 詳細不明 

67 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5 41.2 急性 EC50 IMM 2 0.094 ― 【13】 入手不可 

68 
一次消費

者 
その他 

バージニアガ

キ 

Crassostrea 

virginica 
7173-51-5 80.54 急性 EC50 IMM 4 0.094 ― 【13】 入手不可 

69 
一次消費

者 
その他 

バージニアガ

キ 

Crassostrea 

virginica 
7173-51-5 80.5 急性 EC50 IMM 4 0.094 ― 【13】 入手不可 

70 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5 50 急性 EC50 IMM 2 0.095 ― 【14】 詳細不明 

71 
一次消費

者 
甲殻類 ヨコエビ科 Hyalella azteca 7173-51-5 80-82  急性 LC50 MOR 2 0.1 3 

【7】

【12】 
曝露期間不適。 

72 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5 50 急性 EC50 IMM 2 0.1 4 【14】 詳細不明 

73 
一次消費

者 
その他 

バージニアガ

キ 

Crassostrea 

virginica 
7173-51-5 50 急性 EC50 IMM 4 0.11 ― 【13】 入手不可 

74 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5 37.5 慢性 NOEC REP 21 0.125 4 【15】 不純物の毒性が不明 

75 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5   急性 EC50 GBHV 2 0.16 ― 【16】 入手不可 

76 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5   急性 LC50 MOR 2 0.16 ― 【16】 入手不可 

77 
一次消費

者 
甲殻類 

ニセネコゼミ

ジンコ 

Ceriodaphnia 

dubia 
7173-51-5 37.5 慢性 LOEC REP 7 0.167 ― 【15】 

NOEC があるため用

いない 

78 
一次消費

者 
その他 

カワホトトギ

スガイ 

Dreissena 

polymorpha 
7173-51-5 50  急性 LC50 MOR 1 0.175 ― 【18】 推奨種以外 

79 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5   急性 EC50 GBHV 1 0.18 ― 【16】 入手不可 

80 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5   急性 EC50 GBHV 1 0.18 ― 【16】 入手不可 

81 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5   急性 LC50 MOR 1 0.18 ― 【16】 入手不可 
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N

o  

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 

暴露期

間

（日） 

毒性値
(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 

栄養段階 
生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

純度
(%) 

急慢 
ｴﾝﾄﾞ

ﾎﾟｲﾝﾄ 
影響内容      

82 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5   急性 LC50 MOR 1 0.2 ― 【16】 入手不可 

83 
一次消費

者 
その他 

ハマダラカ属

（カ科） 

Anopheles 

albimanus 
61789-77-3   急性 LC50 MOR 1 0.2 ― 【20】 推奨種以外 

84 
一次消費

者 
その他 ヤブカ属 

Aedes 

nigromaculis 
61789-77-3   急性 LC50 MOR 1 0.2 ― 【20】 推奨種以外 

85 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5 37.5  IC25 REP 21 0.2112 4 【15】 不純物の毒性が不明 

86 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5 37.5 慢性 LOEC REP 21 0.25 ― 【15】 

NOEC があるため用

いない 

87 
一次消費

者 
その他 

カワヒバリガ

イ 

Limnoperna 

fortunei 
7173-51-5    LD50 MOR 2 0.4 ― 【21】 推奨種以外 

88 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5   急性 EC50 GBHV <0.25 0.56 ― 【16】 入手不可 

89 
一次消費

者 
その他 

カワホトトギ

スガイ 

Dreissena 

polymorpha 
7173-51-5 50 急性 LC50 MOR 2 0.85 ― 【22】 推奨種以外 

90 
一次消費

者 
甲殻類 イサザアミ属 

Neomysis 

mercedis 
7173-51-5 80-82  急性 LC50 MOR 2 0.89  

【7】

【12】 

成長段階、曝露期間

不適。 

91 
一次消費

者 
その他 

ネッタイイエ

カ 

Culex pipiens 

ssp. 

quinquefasciata 

61789-77-3   急性 LC50 MOR 1 0.9 ― 【20】 推奨種以外 

92 
一次消費

者 
その他 

ネッタイシマ

カ 
Aedes aegypti 61789-77-3   急性 LC50 MOR 1 0.9 ― 【20】 推奨種以外 

93 
一次消費

者 
その他 

ハマダラカ属

（カ科） 

Anopheles 

albimanus 
61789-77-3   急性 LC50 MOR 1 0.9 ― 【20】 推奨種以外 

94 
一次消費

者 
その他 ヤブカ属 

Aedes 

nigromaculis 
61789-77-3   急性 LC50 MOR 1 0.9 ― 【20】 推奨種以外 

95 
一次消費

者 
その他 

カワヒバリガ

イ 

Limnoperna 

fortunei 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 2 0.9 ― 【21】 推奨種以外 

96 
一次消費

者 
その他 

カワホトトギ

スガイ 

Dreissena 

polymorpha 
7173-51-5 50 急性 LC50 MOR 2 1.12 ― 【22】 推奨種以外 
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N

o  

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 

暴露期

間

（日） 

毒性値
(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 

栄養段階 
生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

純度
(%) 

急慢 
ｴﾝﾄﾞ

ﾎﾟｲﾝﾄ 
影響内容      

97 
一次消費

者 
その他 

カワヒバリガ

イ 

Limnoperna 

fortunei 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 2 1.5 ― 【21】 推奨種以外 

98 
一次消費

者 
その他 

ネッタイイエ

カ 

Culex pipiens 

ssp. 

quinquefasciata 

61789-77-3   急性 LC50 MOR 1 1.6 ― 【20】 推奨種以外 

99 
一次消費

者 
その他 

バージニアガ

キ 

Crassostrea 

virginica 
7173-51-5 50 急性 EC50 IMM 6 3 4 【14】 詳細不明 

10

0 

一次消費

者 
その他 

ネッタイシマ

カ 
Aedes aegypti 61789-77-3   急性 LC50 MOR 1 4.5 ― 【20】 推奨種以外 

10

1 

一次消費

者 
その他 

モンカゲロウ

科 

Hexagenia 

limbata 
7173-51-5   急性 EC50 LOCO 1 5.2 3 【19】 

被験物質、濃度区等

詳細不明、ばく露期

間が短い 

10

2 

一次消費

者 
その他 

カワホトトギ

スガイ 

Dreissena 

polymorpha 
7173-51-5 50  急性 LC50 MOR 1 5.6 ― 【18】 推奨種以外 

10

3 

一次消費

者 
その他 

モンカゲロウ

科 

Hexagenia 

limbata 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 1 5.7 3 【19】 

被験物質、濃度区等

詳細不明、ばく露期

間が短い 

10

4 

一次消費

者 
その他 

コブモチカワ

ボタン 

Obliquaria 

reflexa 
7173-51-5 50 急性 LC50 MOR 2 6.12 ― 【22】 推奨種以外 

10

5 

一次消費

者 
その他 

カワホトトギ

スガイ 

Dreissena 

polymorpha 
7173-51-5 50  急性 LC50 MOR 1 8.8 ― 【18】 推奨種以外 

10

6 

一次消費

者 
その他 

バージニアガ

キ 

Crassostrea 

virginica 
7173-51-5 50 急性 EC50 IMM 2 10.5 4 【14】 詳細不明 

10

7 

一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5   急性 EC50 GBHV <0.25 

<0.0002

5 
― 【16】 入手不可 

10

8 

一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5   急性 LC50 MOR <0.25 

<0.0002

5 
― 【16】 入手不可 

10

9 

一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 7173-51-5   急性 LC50 MOR <0.25 

<0.0002

5 
― 【16】 入手不可 

11

0 

一次消費

者 
その他 

カワホトトギ

スガイ 

Dreissena 

polymorpha 
7173-51-5 50  急性 LC50 MOR 1 >10 ― 【18】 推奨種以外 
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N

o  

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 

暴露期

間

（日） 

毒性値
(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 

栄養段階 
生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

純度
(%) 

急慢 
ｴﾝﾄﾞ

ﾎﾟｲﾝﾄ 
影響内容      

11

1 

二次消費

者 
魚類 チョウザメ属 

Acipenser 

transmontanus 
7173-51-5    NOEC MOR 4 

<0.0000

1 
― 【23】 推奨種以外 

11

2 

二次消費

者 
魚類 チョウザメ属 

Acipenser 

transmontanus 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 4 0.00001 ― 【23】 推奨種以外 

11

3 

二次消費

者 
魚類 チョウザメ属 

Acipenser 

transmontanus 
7173-51-5    NOEC MOR 4 0.0005 ― 【23】 推奨種以外 

11

4 

二次消費

者 
魚類 チョウザメ属 

Acipenser 

transmontanus 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 4 0.00074 ― 【23】 推奨種以外 

11

5 

二次消費

者 
魚類 チョウザメ属 

Acipenser 

transmontanus 
7173-51-5    LOEC MOR 4 0.001 ― 【23】 推奨種以外 

11

6 

二次消費

者 
魚類 チョウザメ属 

Acipenser 

transmontanus 
7173-51-5    NOEC MOR 4 0.001 ― 【23】 推奨種以外 

11

7 

二次消費

者 
魚類 チョウザメ属 

Acipenser 

transmontanus 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 4 0.0025 ― 【23】 推奨種以外 

11

8 

二次消費

者 
魚類 チョウザメ属 

Acipenser 

transmontanus 
7173-51-5    LOEC MOR 4 0.01 ― 【23】 推奨種以外 

11

9 

二次消費

者 
魚類 チョウザメ属 

Acipenser 

transmontanus 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 4 

0.01-

0.05 
― 【24】 推奨種以外 

12

0 

二次消費

者 
魚類 

ファットヘッ

ドミノー 

Pimephales 

promelas 
148788-55-0 49.85  NOEC GRO 33 0.018 4 

【12】

【14】 
詳細不明 

12

1 

二次消費

者 
魚類 チョウザメ属 

Acipenser 

transmontanus 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 4 0.0584 ― 【24】 推奨種以外 

12

2 

二次消費

者 
魚類 

ファットヘッ

ドミノー 

Pimephales 

promelas 
7173-51-5    NOEL MOR 4 0.092 ― 【13】 入手不可 

12

3 

二次消費

者 
魚類 ブルーギル 

Lepomis 

macrochirus 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 28 0.093 ― 【13】 入手不可 

12

4 

二次消費

者 
魚類 ブルーギル 

Lepomis 

macrochirus 
148788-55-0 45.9  NOEL MOR 4 0.098 4 

【13】

【14】 
詳細不明 

12

5 

二次消費

者 
魚類 ブルーギル 

Lepomis 

macrochirus 
7173-51-5    NOEL MOR 4 <0.1 ― 【13】 入手不可 

12

6 

二次消費

者 
魚類 チョウザメ属 

Acipenser 

transmontanus 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 4 0.1-0.25 ― 【24】 推奨種以外 
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N

o  

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 

暴露期

間

（日） 

毒性値
(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 

栄養段階 
生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

純度
(%) 

急慢 
ｴﾝﾄﾞ

ﾎﾟｲﾝﾄ 
影響内容      

12

7 

二次消費

者 
魚類 チョウザメ属 

Acipenser 

transmontanus 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 4 0.1018 ― 【24】 推奨種以外 

12

8 

二次消費

者 
魚類 

ファットヘッ

ドミノー 

Pimephales 

promelas 
7173-51-5 50 急性 LC50 MOR 4 0.19 ― 【13】 入手不可 

12

9 

二次消費

者 
魚類 グッピー 

Poecilia 

reticulata 
7173-51-5   急性 EC50 GBHV 4 0.24 ― 【16】 入手不可 

13

0 

二次消費

者 
魚類 ブルーギル 

Lepomis 

macrochirus 
148788-55-0 45.9 急性 LC50 MOR 4 0.27 4 

【13】

【14】 
詳細不明 

13

1 

二次消費

者 
魚類 ブルーギル 

Lepomis 

macrochirus 
7173-51-5 50 急性 LC50 MOR 4 0.27 4 【14】 詳細不明 

13

2 

二次消費

者 
魚類 

ファットヘッ

ドミノー 

Pimephales 

promelas 
7173-51-5 80-82  急性 LC50 MOR 4 0.3 4 

【7】

【12】 
詳細不明 

13

3 

二次消費

者 
魚類 

ゼブラフィッ

シュ 
Danio rerio 7173-51-5 37.5  NOEC MOR 9 0.3125 3 【15】 

ばく露期間とエンド

ポイントが不適 

13

4 

二次消費

者 
魚類 ブルーギル 

Lepomis 

macrochirus 
7173-51-5 41.2 急性 LC50 MOR 4 0.317 4 【14】 詳細不明 

13

5 

二次消費

者 
魚類 ブルーギル 

Lepomis 

macrochirus 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 4 0.32 ― 【13】 入手不可 

13

6 

二次消費

者 
魚類 ギンザケ 

Oncorhynchus 

kisutch 
7173-51-5 80-82  急性 LC50 MOR 4 0.36 3 

【7】

【12】 
成長段階不適 

13

7 

二次消費

者 
魚類 

シープスヘッ

ドミノー 

Cyprinodon 

variegatus 
7173-51-5 50  NOEL MOR 4 0.39 ― 【13】 入手不可 

13

8 

二次消費

者 
魚類 ギンザケ 

Oncorhynchus 

kisutch 
7173-51-5 80-82  急性 LC50 MOR 4 0.39 3 

【7】

【12】 
成長段階不適 

13

9 

二次消費

者 
魚類 

ファットヘッ

ドミノー 

Pimephales 

promelas 
7173-51-5 50  NOEL MOR 4 0.4 ― 【13】 入手不可 

14

0 

二次消費

者 
魚類 ニジマス 

Oncorhynchus 

mykiss 
7173-51-5 80 急性 LC50 MOR 4 0.409 3 

【8】

【12】 
成長段階不適 

14

1 

二次消費

者 
魚類 グッピー 

Poecilia 

reticulata 
7173-51-5   急性 EC50 GBHV 2 0.42 ― 【16】 入手不可 

14

2 

二次消費

者 
魚類 グッピー 

Poecilia 

reticulata 
7173-51-5   急性 EC50 GBHV 1 0.42 ― 【16】 入手不可 



15 

 

N

o  

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 

暴露期

間

（日） 

毒性値
(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 

栄養段階 
生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

純度
(%) 

急慢 
ｴﾝﾄﾞ

ﾎﾟｲﾝﾄ 
影響内容      

14

3 

二次消費

者 
魚類 グッピー 

Poecilia 

reticulata 
7173-51-5 80-82  急性 EC50 GBHV 3 0.42 ― 【16】 入手不可 

14

4 

二次消費

者 
魚類 ギンザケ 

Oncorhynchus 

kisutch 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 4 0.42 3 

【7】

【12】 
成長段階不適 

14

5 

二次消費

者 
魚類 

ゼブラフィッ

シュ 
Danio rerio 7173-51-5 37.5  IC25 MOR 9 0.4397 3 【15】 

ばく露期間とエンド

ポイントが不適 

14

6 

二次消費

者 
魚類 

ゼブラフィッ

シュ 
Danio rerio 7173-51-5 37.5  IC25 MOR 9 0.44 4 

【12】

【15】 
詳細不明 

14

7 

二次消費

者 
魚類 ギンザケ 

Oncorhynchus 

kisutch 
7173-51-5 80-82  急性 LC50 MOR 4 0.45 3 

【7】

【12】 
成長段階不適 

14

8 

二次消費

者 
魚類 

ファットヘッ

ドミノー 

Pimephales 

promelas 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 1 0.47 3 【19】 ばく露期間不適 

14

9 

二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 7173-51-5 99.9 急性 LC50 MOR 2 0.511 3 【10】 ばくろ期間不適 

15

0 

二次消費

者 
魚類 

ゼブラフィッ

シュ 
Danio rerio 7173-51-5 50 急性 LC50 MOR 4 0.49 4 

【11】

【12】 
詳細不明 

15

1 

二次消費

者 
魚類 ギンザケ 

Oncorhynchus 

kisutch 
7173-51-5 80-82  急性 LC50 MOR 4 0.53 3 

【7】

【12】 
成長段階不適 

15

2 

二次消費

者 
魚類 ニジマス 

Oncorhynchus 

mykiss 
7173-51-5 80 急性 LC50 MOR 3 0.537 ― 【9】 

4 日ばく露データがあ

るので用いない 

15

3 

二次消費

者 
魚類 ニジマス 

Oncorhynchus 

mykiss 
7173-51-5 80 急性 LC50 MOR 1 0.537 ― 【9】 

4 日ばく露データがあ

るので用いない 

15

4 

二次消費

者 
魚類 ニジマス 

Oncorhynchus 

mykiss 
7173-51-5 80 急性 LC50 MOR 2 0.537 ― 【9】 

4 日ばく露データがあ

るので用いない 

15

5 

二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 7173-51-5   急性 EC50 GBHV 2 0.56 ― 【16】 入手不可 

15

6 

二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 7173-51-5   急性 EC50 GBHV 4 0.56 ― 【16】 入手不可 

15

7 

二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 7173-51-5   急性 EC50 GBHV 1 0.56 ― 【16】 入手不可 

15

8 

二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 7173-51-5   急性 EC50 GBHV 3 0.56 ― 【16】 入手不可 



16 

 

N

o  

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 

暴露期

間

（日） 

毒性値
(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 

栄養段階 
生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

純度
(%) 

急慢 
ｴﾝﾄﾞ

ﾎﾟｲﾝﾄ 
影響内容      

15

9 

二次消費

者 
魚類 ニジマス 

Oncorhynchus 

mykiss 
148788-55-0 45.9  NOEL MOR 4 0.58 ― 

【12】

【13】 
入手不可 

16

0 

二次消費

者 
魚類 ギンザケ 

Oncorhynchus 

kisutch 
7173-51-5 80-82 急性 LC50 MOR 4 0.58 3 【7】 成長段階不適 

16

1 

二次消費

者 
魚類 ギンザケ 

Oncorhynchus 

kisutch 
7173-51-5    NOEL MOR 4 0.59 ― 【13】 入手不可 

16

2 

二次消費

者 
魚類 ブルーギル 

Lepomis 

macrochirus 
7173-51-5 50 急性 LC50 MOR 4 0.59 4 【14】 詳細不明 

16

3 

二次消費

者 
魚類 ブルーギル 

Lepomis 

macrochirus 
7173-51-5 50 急性 LC50 MOR 4 0.6 ― 【13】 入手不可 

16

4 

二次消費

者 
魚類 

ゼブラフィッ

シュ 
Danio rerio 7173-51-5 37.5  LOEC MOR 9 0.625 3 【15】 

ばく露期間とエンド

ポイントが不適 

16

5 

二次消費

者 
魚類 グッピー 

Poecilia 

reticulata 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 4 0.64 ― 【16】 入手不可 

16

6 

二次消費

者 
魚類 

ゼブラフィッ

シュ 
Danio rerio 7173-51-5 

comm

ercial 

produ

ct 

急性 LC50 MOR 4 0.7 3 【25】 実測なし 

16

7 

二次消費

者 
魚類 

アメリカナマ

ズの仲間 

Ictalurus 

punctatus 
7173-51-5 50 急性 LC50 MOR 2 0.71 3 【22】 

被験物質が不適、実

測なし 

16

8 

二次消費

者 
魚類 グッピー 

Poecilia 

reticulata 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 3 0.71 ― 【16】 入手不可 

16

9 

二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 7173-51-5   急性 LC50 MOR 4 0.72 ― 【16】 入手不可 

17

0 

二次消費

者 
魚類 ニジマス 

Oncorhynchus 

mykiss 
7173-51-5 50 急性 LC50 MOR 2 0.75 3 【22】 ばく露期間不適 

17

1 

二次消費

者 
魚類 グッピー 

Poecilia 

reticulata 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 1 0.75 ― 【16】 入手不可 

17

2 

二次消費

者 
魚類 グッピー 

Poecilia 

reticulata 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 2 0.75 ― 【16】 入手不可 

17

3 

二次消費

者 
魚類 

ファットヘッ

ドミノー 

Pimephales 

promelas 
7173-51-5 50 急性 LC50 MOR 4 0.77 ― 【13】 入手不可 



17 

 

N

o  

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 

暴露期

間

（日） 

毒性値
(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 

栄養段階 
生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

純度
(%) 

急慢 
ｴﾝﾄﾞ

ﾎﾟｲﾝﾄ 
影響内容      

17

4 

二次消費

者 
魚類 ギンザケ 

Oncorhynchus 

kisutch 
7173-51-5 80-82  急性 LC50 MOR 4 0.78 3 

【7】

【12】 
成長段階不適 

17

5 

二次消費

者 
魚類 ニジマス 

Oncorhynchus 

mykiss 
148788-55-0 45.9 急性 EC50 MOR 4 0.803 ― 【13】 入手不可 

17

6 

二次消費

者 
魚類 ニジマス 

Oncorhynchus 

mykiss 
148788-55-0 45.9 急性 LC50 MOR 4 0.803 4 

【12】

【14】 
詳細不明 

17

7 

二次消費

者 
魚類 ギンザケ 

Oncorhynchus 

kisutch 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 1 0.84 3 【26】 ばく露期間不適 

17

8 

二次消費

者 
魚類 ギンザケ 

Oncorhynchus 

kisutch 
7173-51-5 80-82  急性 LC50 MOR 4 0.87 3 

【7】

【12】 
成長段階不適 

17

9 

二次消費

者 
魚類 ギンザケ 

Oncorhynchus 

kisutch 
7173-51-5 80-82  急性 LC50 MOR 4 0.87 3 

【7】

【12】 
成長段階不適 

18

0 

二次消費

者 
魚類 

シープスヘッ

ドミノー 

Cyprinodon 

variegatus 
148788-55-0 45.9  NOEL MOR 4 0.89 4 

【13】

【14】 
詳細不明 

18

1 

二次消費

者 
魚類 

ファットヘッ

ドミノー 

Pimephales 

promelas 
7173-51-5 50  NOEL MOR 4 0.94 ― 【13】 入手不可 

18

2 

二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 7173-51-5   急性 LC50 MOR 3 0.95 ― 【16】 入手不可 

18

3 

二次消費

者 
魚類 

シープスヘッ

ドミノー 

Cyprinodon 

variegatus 
7173-51-5 50 急性 LC50 MOR 4 0.96 ― 【13】 入手不可 

18

4 

二次消費

者 
魚類 ギンザケ 

Oncorhynchus 

kisutch 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 4 1 ― 【13】 入手不可 

18

5 

二次消費

者 
魚類 ギンザケ 

Oncorhynchus 

kisutch 
7173-51-5 80-82  急性 LC50 MOR 4 1 3 

【7】

【12】 
成長段階不適 

18

6 

二次消費

者 
魚類 

ゼブラフィッ

シュ 
Danio rerio 7173-51-5    LC100 MOR 4 1 3 

【12】

【25】 
エンドポイント不適 

18

7 

二次消費

者 
魚類 

シープスヘッ

ドミノー 

Cyprinodon 

variegatus 
148788-55-0 45.9 急性 LC50 MOR 4 1.1 4 

【13】

【14】 
詳細不明 

18

8 

二次消費

者 
魚類 ギンザケ 

Oncorhynchus 

kisutch 
7173-51-5 80-82 急性 LC50 MOR 4 1.1 3 【7】 成長段階不適 

18

9 

二次消費

者 
魚類 

ファットヘッ

ドミノー 

Pimephales 

promelas 
7173-51-5 50 急性 LC50 MOR 4 1.2 ― 【13】 入手不可 



18 

 

N

o  

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 

暴露期

間

（日） 

毒性値
(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 

栄養段階 
生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

純度
(%) 

急慢 
ｴﾝﾄﾞ

ﾎﾟｲﾝﾄ 
影響内容      

19

0 

二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 7173-51-5 37.5  NOEC MOR 14 1.25 3 【15】 

ばく露期間、エンド

ポイントが不適 

19

1 

二次消費

者 
魚類 グッピー 

Poecilia 

reticulata 
7173-51-5   急性 EC50 GBHV 4 1.3 ― 【16】 入手不可 

19

2 

二次消費

者 
魚類 グッピー 

Poecilia 

reticulata 
7173-51-5   急性 EC50 GBHV 3 1.3 ― 【16】 入手不可 

19

3 

二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 7173-51-5   急性 EC50 GBHV 3 1.3 ― 【16】 入手不可 

19

4 

二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 7173-51-5   急性 EC50 GBHV 4 1.3 ― 【16】 入手不可 

19

5 

二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 7173-51-5   急性 EC50 GBHV 2 1.3 ― 【16】 入手不可 

19

6 

二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 7173-51-5   急性 EC50 GBHV 1 1.3 ― 【16】 入手不可 

19

7 

二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 7173-51-5 37.5  IC25 MOR 14 1.56 ― 【12】 

NOEC あるため不採

用 

19

8 

二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 7173-51-5 37.5  IC25 MOR 14 1.563 3 【15】 

ばく露期間、エンド

ポイントが不適 

19

9 

二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 7173-51-5   急性 LC50 MOR 2 1.6 ― 【16】 入手不可 

20

0 

二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 7173-51-5   急性 LC50 MOR 1 1.6 ― 【16】 入手不可 

20

1 

二次消費

者 
魚類 ニジマス 

Oncorhynchus 

mykiss 
7173-51-5 100  NOEL MOR 4 1.8 ― 【13】 入手不可 

20

2 

二次消費

者 
魚類 ヌマガレイ 

Platichthys 

stellatus 
7173-51-5 80-82  急性 LC50 MOR 4 1.8 ― 

【7】

【12】 
詳細不明 

20

3 

二次消費

者 
魚類 グッピー 

Poecilia 

reticulata 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 4 2.2 ― 【16】 入手不可 

20

4 

二次消費

者 
魚類 グッピー 

Poecilia 

reticulata 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 3 2.3 ― 【16】 入手不可 

20

5 

二次消費

者 
魚類 グッピー 

Poecilia 

reticulata 
7173-51-5   急性 EC50 GBHV 2 2.4 ― 【16】 入手不可 



19 

 

 25 
注）「化審法における優先評価化学物質に関するリスク評価の技術ガイダンスⅢ．生態影響に関する有害性評価」での収集範囲に含まれる有害性26 

N

o  

生物種 被験物質 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 

暴露期

間

（日） 

毒性値
(mg/L) 

信頼

性ラ

ンク 

出典 備考 

栄養段階 
生物分

類 
生物種 種名 CAS RN® 

純度
(%) 

急慢 
ｴﾝﾄﾞ

ﾎﾟｲﾝﾄ 
影響内容      

20

6 

二次消費

者 
魚類 グッピー 

Poecilia 

reticulata 
7173-51-5   急性 EC50 GBHV 1 2.4 ― 【16】 入手不可 

20

7 

二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 7173-51-5   急性 LC50 MOR 4 2.4 ― 【16】 入手不可 

20

8 

二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 7173-51-5   急性 LC50 MOR 3 2.4 ― 【16】 入手不可 

20

9 

二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 7173-51-5 37.5  LOEC MOR 14 2.5 3 【15】 

ばく露期間、エンド

ポイントが不適 

21

0 

二次消費

者 
魚類 グッピー 

Poecilia 

reticulata 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 2 2.7 ― 【16】 入手不可 

21

1 

二次消費

者 
魚類 グッピー 

Poecilia 

reticulata 
7173-51-5   急性 LC50 MOR 1 2.7 ― 【16】 入手不可 

21

2 

二次消費

者 
魚類 ニジマス 

Oncorhynchus 

mykiss 
7173-51-5 100 急性 LC50 MOR 4 2.8 ― 【13】 入手不可 

21

3 

二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 7173-51-5   急性 LC50 MOR 2 2.9 ― 【16】 入手不可 

21

4 

二次消費

者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 7173-51-5   急性 LC50 MOR 1 3 ― 【16】 入手不可 

21

5 

二次消費

者 
魚類 チョウザメ属 

Acipenser 

transmontanus 
7173-51-5 80-82 急性 LC50 MOR 1  ― 【7】 推奨種以外 

21

6 

底生生物

（内在/

懸濁物・

堆積物食

者者） 

甲殻類 
ユメボソコエ

ビ科 

Leptocheirus 

plumulosus 
148788-55-0 49.85  NOEL  10 

13 mg-

sedimen

t/kg-bw 

4 【14】 詳細不明 

21

7 

底生生物

（内在/

懸濁物・

堆積物食

者者） 

甲殻類 
ユメボソコエ

ビ科 

Leptocheirus 

plumulosus 
148788-55-0 49.85  EC50  10 

24.11 

mg-

sedimen

t/kg-bw 

4 【14】 詳細不明 
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情報を整理した。 27 

【信頼性】 １（信頼性あり）：化審法試験法又は特定試験法を用いて、GLP（Good Laboratory Practice、優良試験所基準）に従って試験が実施されている。28 
かつ試験対象物質に関する情報（純度、成分等）が明記されており、含まれている不純物等の成分は毒性に影響しないと考えられる。  29 

 ２（信頼性あり）：化審法試験法又は特定試験法からの逸脱や不明な点が若干あるが、総合的に判断して信頼性がある。かつ試験対象物質に関す30 
る情報（純度、成分等）が明記されており、含まれている不純物等の成分は毒性に影響しないと考えられる。  31 

 ３（信頼性なし）：試験方法は、化審法試験法又は特定試験法からの逸脱が著しく、これら試験法への適合性が判断できないか、科学的に妥当で32 
はない。又は試験対象物質に関する情報（純度、成分等）が明記されているが、不純物が毒性値に影響している可能性が否定できない。  33 

 ４（評価不能）：試験方法に不明な点が多く、化審法試験法又は特定試験法への適合性が判断できないか科学的な妥当性を判断する情報がない。34 
又は試験対象物質に関する情報（純度、成分等）が明記されておらず、その妥当性が判断できない。  35 

 －  ：情報を収集したが、化審法のリスク評価で使用される標準化された試験法に準拠しているか確認できないため、信頼性の評価を行ってい36 
ない。 37 

 空欄：情報を収集したが、まだ信頼性評価を行っていない。 38 
【エンドポイント】 39 

ECX(X％Effective Concentration)：X％影響濃度、EC50（Median Effective Concentration）：半数影響濃度、ICX（X% inhibitory concentration）：X%阻害40 
濃度、LCX（X% Lethal Concentration）：X％致死濃度、LC50（Median Lethal Concentration）：半数致死濃度、LOEC(Lowest Observed Effect Concentration）：41 
最小影響濃度、NOEC（No Observed Effect Concentration）： 無影響濃度、NOEL（No Observed adverse Effect Level）：無影響量 42 

【影響内容】 43 
ABND（Abundance）：個体数、密度、GBHV（Behavioral Changes, General）：行動変化、GGRO（Growth, general）：不特定または複数の生長・成長に関する測定44 

値、GRO（Growth）：生長・成長、IMM（Immobile）：遊泳阻害、LOCO（Distance Moved, Change in Direct Movement）：移動距離、MOR（Mortality）：死亡、PGRT45 
（Population Growth Rate）：個体群成長率、REP（Reproduction）：繁殖、再生産 46 

（）内：試験結果の算出法 RATE：生長速度より求める方法（速度法）、YIELD:（収量法） 47 
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